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（コメント概要）

・東日本大震災と、5月の自殺者急増を踏まえて、政府が取り組むべ
き自殺対策について話をしたい。
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（コメント概要）

・具体的には、3点。

・1点目は、政府としてメディア各社に「自殺報道ガイドライン」の策定
を呼び掛けるべきだということ。
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（コメント概要）

・これは、ここ3年分の「5月の日別自殺者数」を比較したグラフ。

・黄色が今年のもの。13日から急増していることが分かる。

・今年に入ってからの「日別の平均自殺者数」が82人であるのに対し
て13日からの一週間はその1.5倍。平均124人となっている。

・「今年5月の自殺の急増」というのは、実質的にはこの13日から10日
間くらいの急増のこと。

・しかも、急増しているのは若年世代の女性。

・日本の自殺は7対3で男性の方が割合として多いが、通常だと少な
い女性の自殺が増えている。しかも、年代的にみても、やはり割合と
して少ない20～30代が増えているという特徴がみられる。

・13日から急増していること。女性が増えていて、しかも若年世代であ
るということを踏まえた上で考えられる要因は、5月12日に起きた「あ
る有名女性タレント」の自殺、と言うか、その関連の自殺報道だ。
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（コメント概要）

・と言うのも、過去をさかのぼると同じような現象がみられる。

・これは、厚生労働省が去年3月に発表した資料。ピンク色に記され
ているのが、平成16年から20年までの5年間で自殺が特に多かった
日。

・上位14日の内の半分は、有名人やいじめによる自殺等に関する大
きな事件報道があった直後になっている。

・今回の件でも、5月13日のラテ欄を見ると、情報バラエティー番組の
多くがトップニュースとしてこの女性タレントの自殺のことを報じていた
ようだ。

・あるいは新聞各紙でも、女性タレントの顔写真付きで大きく報道して
いる。

・先週金曜日にネットで「この女性タレントの名前と自殺」を複合検索
したところ、547万件もヒットした。
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（これは、厚労省の資料の続き。）
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（コメント概要）

・自殺の報道が自殺の増加を後押ししかねないということは、世界的
にも言われていること。

・ＷＨＯでは、2000年に「自殺を予防する自殺報道のあり方について」
の勧告（いわゆる「自殺報道ガイドライン」）を出していて、その中で「
やるべきこと」と「避けるべきこと」を明示している。

・例えば、「やるべきこと」としては、相談窓口の情報を紹介する。「避
けるべきこと」としては、使用された自殺手段の詳細を報じない、写真
や遺書は公表しない、など。

・アメリカやニュージーランドなどでも、こうしたガイドラインが作られて
いると聞く。オーストリアでは、自殺報道のあり方を変えたことで、当
時問題となっていた地下鉄への飛び込み自殺が大きく減り、自殺対
策に効果が見られたというのは有名な話。

・ただ残念ながら、日本ではまだ、こうした自殺報道ガイドラインの存
在すらあまり知られていない。

・政府として、メディア各社にガイドラインの策定を呼び掛けるべき。
強制などできないし、当然すべきでもないが、ただ、こうした実情があ
ることを紹介し、強く策定を呼び掛けるべきである。
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（コメント概要）

・2点目は、年度末（決算期）に備えた自殺の総合対策を強化すべき
ということ。

・2008年1月に「月別の自殺者数」が警察庁から発表されるようになっ
てから、月間の自殺者数が3000人を超えた月が5回ある。

・この5月と、2008年10月、2009年3月、4月、5月。

・つまりこの5月以外は、リーマン絡み。リーマンショック直後の10月と
、その年度末・決算期と続く。

・日本では、年間自殺が3万人をはじめて超えた98年にも、前年に山
一や拓銀の破たんがあり、その影響が年度末に出た。社会経済状況
の悪化にひきずられるようにして自殺が増えるという現象がみられる
。

・この年度末も、震災等による社会経済状況の悪化から自殺リスクが
高まることが想定される。それに備えて、全国的に総合対策を強化す
べき。
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（コメント概要）

・3点目は、被災地の自殺対策について。

・今年2月にまとめられた「中越大震災後の自殺の実態分析」に関す
る報告書によると、家族を亡くしたり、住み慣れた故郷や自宅を失うと
いった「喪失体験」が、人を自殺においやる要因となりかねないと、ま
とめられている。こうした過去から、私たちは学ぶべき。

・今回、せっかく一度は助かった命が、再び危機にさらされることのな
いように、複合的な喪失を体験している遺族や遺児への支援策を強
化すべき。

・また被災地で活動しているある民間団体の方が、「自殺は、周りの
人や地域に対して、必要以上に失望を与え、強烈なまでに絶望を連
想させる」と言っていた。

・自殺対策とは「生きる支援」である。被災地で自殺が急増していない
といっても、震災の影響による自殺は少なくない。

・震災の影響による犠牲者を、もうこれ以上、ひとりも増やさないため
にも「想定されるリスク」に対して万全の策を講じるべきである。
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